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内線 ４６７３ 

  
事 業 名 総事業費 ５５億円(内補助対象事業費２７億円)

事業種目 土地区画整理事業 
垣内津
か い ち つ

市場
いち ば

土地区画整理事業 内補償費 ９億円 

所  在  地 
事業採択 

年度 
着工年度

完成予定

年  度

進捗率 

(内補償進捗率) 
69％ (73％） 

姫路市網干区垣内本町、同区津市場ほか Ｈ７ Ｈ９ Ｈ１９ 残事業   １７億円 

事 業 の 目 的 事 業 内 容 

山陽電鉄山陽網干駅周辺は、姫路市西部の副核であり、隣

接する本地区は、都市基盤整備がなされないままミニ開発に

よる住宅地が点在し、スプロール化が進行している。交通渋

滞が発生している主要地方道太子御津線のバイパス道路で

ある都市計画道路龍野線等の幹線とこれを補完する区画道

路を併せて早期整備することにより、副核の一翼にふさわし

い住環境が良好な住商複合型の市街地形成を図り、交通緩和

と安全・安心な住民生活を確保する。 

 

施行区域内事業 

・施行区域面積     Ａ＝28.1ｈａ 

・都市計画道路 龍野線  （18ｍ）Ｌ＝1,044ｍ 

天満線  （16ｍ）Ｌ＝  39ｍ 

揖保川線（12ｍ）Ｌ＝ 110ｍ 

・区画道路 Ｗ＝４～12ｍ Ｌ＝7,273ｍ 

・公園（街区公園4箇所）Ａ＝8,500㎡ 

負担割合 通常費【国1/2,県1/3,市1/6】C=1,400百万円

交付金【国1/2,県1/4,市1/4】C=1,264百万円

関連事業 

・龍野線整備事業（Ｌ＝約250ｍ）兵庫県施工 

進捗状況 

・事業初期は不同意者の対応に時間を要したが、徐々に理解を得て事業を進め、平成16年

度末で整備面積約22.4ｈａ（約80％）、移転補償87件（約78％）の実施を予定している。

・権利者数326名のうち不同意者は残り8名となり、早期完成に向け不同意者の説得に鋭意

努めているところである。 

評価視点 評価結果の説明 

 

(1)必要性 

○安全・安心 

○地域の活性化 

 

○地域ニーズ等 

・歩道もなく交通渋滞が発生している主要地方道太子御津線のﾊﾞｲﾊﾟｽ道路として、両

側歩道の龍野線を整備することにより、渋滞緩和と安全・安心な住民生活を確保す

る。 

・住環境が整った健全な市街地を創造することは、地域の活性化を促進する。 

・氏子数が播州地方最大である魚吹
うすき

八幡
はちまん

神社の「お旅所」(既存)があり、公園を計画

的、一体的に整備することにより、地域文化に根ざした憩いの場を提供する。 

・土地所有者が自ら組合を設立し、その中から選ばれた組合役員が一丸となり、地

域に根ざした事業を展開してきた。 

・当事業で街区公園を4箇所整備することは、周辺住民も強く望んでいる。 

(2)有効性・効率性 

 

・事業は都市計画道路とこれを補完する区画道路等の公共施設を計画的、総合的に整

備し良好な市街地を創造する事業であり、投資効果は高い。 

費用便益比：Ｂ／Ｃ  １．２４ 

(3)環境適合性 

 

・公園整備のほか都市計画道路に植栽を行い、緑のネットワークを創出する。 

・上下水道施設を本事業に併せて整備することにより、良好な住環境の形成を図る。

(4)優先性 ・龍野線の事業効果発現のため、 

区域南界から国道250号までは、県街路事業により既に用地買収が完了おり、H17

年度に工事完了する予定である 

区域北界からは、県及び市の街路事業において引き続き施行を予定している 

以上の状況から、引続き当事業による龍野線の事業の進捗を図る必要がある。 

・国庫等補助金や、市の公共施設管理者負担金及び助成金に加えて、事業費にあて

るための保留地の売却も始めており、県だけでなく市も地域住民も事業の早期完

成を強く望んでいる。

 

再 
評 
価 
の 
結 
果 

     

   継 続 

左 

の 

理 

由 

 

上記理由により、事業継続が妥当である。 

 


